
当院は、３月２２日に開業１周年を迎えました。この１年間でのべ４,６２９名の患者様の診療にあたらせてい

ただきました。地元檀田地区、長野市北部地域をはじめ、遠方では中野市、須坂市、佐久市、千曲市、飯綱町から

も来院していただきました。また、通院が困難な方の訪問歯科診療の御依頼も頂くようになりました。また、私の

専門とする口腔外科疾患で来院された方も多く、これからも地域の歯科医療に貢献できるよう努めて参ります。

その一環としてこの度、口腔検診支援システム「ORALOOK HITS Check System」を長野県下医療機関で初めて導

入致しました。これは、お口の中の病的変化の有無を蛍光観察装置（特殊な光をあてて撮影するカメラ）を用いて

検査するシステムです。これにより傷をつけることなく、お口の中の病気の評価をすることができるようになりま

した。同時に当院は、一般社団法人口腔がん撲滅委員会の活動に参画し、口腔がん検診実施医療機関として登録

させていただきました。（口腔がん撲滅員会サイト http://www.oralcancer.jp）

今後ともよろしくお願い致します。

院長 野口和秀

長野県初導入！口腔検診支援システム

のぐち歯科・口腔外科医院だより
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皆様ご存知のとおり、日本の死因第１位は「がん」です。そ

の中で「口腔がん」は年間15.560人が罹患し、7.179人の方が亡

くなっています。実に死亡率46.1％です。（国立がんセン

ター提供）先進国では口腔がん患者が減少傾向にありますが、

日本だけが増加しています。ちなみにアメリカの口腔がん死亡

率は19.1％です。（WHO DATABASE） アメリカとの違いは、検

診の受診率にあると言われています。アメリカでは歯科医院で

口腔検診を受けることができる為、80％の受診率があります。

ちなみに日本の受診率は2％です。（口腔がん撲滅委員会提

供）つまり日本は口腔がんの早期発見が行えていない可能性が

あります。私は総合病院勤務時代から人間ドックの検診の中で

口腔検診を行って来ましたが、口腔がんやがんに変化する恐れ

のあるお口の中の病気に気づくことがありました。

そこで当院では新システムによる口腔がん検診を開始しま

した。予約制で受付けております。どうぞご相談ください。

死亡率が高い「口腔がん」

知って得する歯科の知識４
スタッフから一言

早いもので開院して2度目の春を迎えまし

た。毎日、たくさんの患者様が来院され

るようになりましたが、お子様からご年

配の方までお一人おひとりに丁寧な応対

を心掛けます。

何でもお気軽にご相談ください。

歯科衛生士 小林

４月診療日変更のお知らせ

４月２２日（日） 休日当番
４月２５日（水） 休 診

（院長研修会出席）
４月２６日（木） 通常診療

（４/２５の振替）

＊ゴールデンウィークの休診日
４月２９日～３０日
５月 ３日～ ６日


